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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
液晶を用いて画像を表示する液晶表示部と、
外部から入力される現在の周辺温度を表す温度信号に基づき、
（ｉ）　前記周辺温度が設定された複数の温度区間のいずれかに含まれる場合には、該当
する温度区間に対応する基準階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出し、該補償データに
基づいて補償済データを生成して前記液晶表示部に出力し、
（ｉｉ）　前記周辺温度が前記温度区間のいずれにも含まれない場合には、前記周辺温度
に近接する温度区間に対応する基準階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出して、抽出さ
れた前記補償データと温度補償比率変数に基づいて補償済データを生成して、前記液晶表
示部に出力する制御部と、を含み、
前記制御部は、
前記複数の温度区間の各々に対応する基準階調補償用ＬＵＴを保存する第１メモリと、
前記周辺温度が前記温度区間のいずれにも含まれないとき、前記周辺温度に近接する温度
区間に対応する２つの基準階調補償用ＬＵＴを前記第１メモリから抽出し、前記隣接する
２つの基準階調補償用ＬＵＴの対応する補償データごとに温度補償比率変数を計算して傾
きＬＵＴを生成するＬＵＴ生成部と、
前記傾きＬＵＴを保存する第２メモリと、
前記第１メモリに保存された前記基準階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出する抽出部
と、
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前記基準階調補償用ＬＵＴの設定された温度区間と前記周辺温度との差を演算して、温度
比率データを出力する減算部と、
前記第２メモリに保存された前記傾きＬＵＴから抽出した温度補償比率変数と前記温度比
率データを乗算して、温度補償値を出力する乗算部と、
前記補償データと前記温度補償値を合算して前記補償済データとして出力する合算部と、
を含むことを特徴とする表示装置。
 
【請求項２】
前記温度補償比率変数は、αを温度補償比率変数、Ｇ’ｎＬＵＴ２を周辺温度より高い温
度に対応する前記基準階調補償用ＬＵＴから抽出された補償データ、Ｇ’ｎＬＵＴ１を周
辺温度より低い温度に対応する前記基準階調補償用ＬＵＴから抽出された補償データ、Ｔ
ＬＵＴ２を前記高い温度、ＴＬＵＴ１を前記低い温度とするとき、
α＝（Ｇ’ｎＬＵＴ２－Ｇｎ’ＬＵＴ１）／（ＴＬＵＴ２－ＴＬＵＴ１）
により演算されることを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
液晶を用いて画像を表示する液晶表示部と、
外部から入力される現在の周辺温度を表す温度信号に基づき、
（ｉ）　前記周辺温度が設定された複数の温度区間のいずれかに含まれる場合には、該当
する温度区間に対応する基準階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出し、該補償データに
基づいて補償済データを生成して前記液晶表示部に出力し、
（ｉｉ）　前記周辺温度が前記温度区間のいずれにも含まれない場合には、前記周辺温度
に近接する温度区間に対応する基準階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出して、抽出さ
れた前記補償データと温度補償比率変数に基づいて補償済データを生成して、前記液晶表
示部に出力する制御部と、を含み、
前記制御部は、
前記複数の温度区間の各々に対応する基準階調補償用ＬＵＴを保存する第１メモリと、
前記周辺温度が前記設定された温度区間のいずれにも含まれていないとき、前記周辺温度
に近接する温度区間に対応する２個の階調補償用ＬＵＴから対応する補償データを抽出す
る抽出部と、
前記抽出した２個の補償データを用いて温度補償比率変数を計算する演算部と、
前記基準階調補償用ＬＵＴの設定された温度区間と前記周辺温度との差を演算して、温度
比率データを出力する減算部と、
前記温度補償比率変数と前記温度比率データを乗算して、温度補償値を出力する乗算部と
、
前記補償データと前記温度補償値を合算して前記補償済データとして出力する合算部と、
を含むことを特徴とする表示装置。
【請求項４】
前記温度補償比率変数は、αを温度補償比率変数、Ｇ’ｎＬＵＴ２を周辺温度より高い温
度に対応する前記基準階調補償用ＬＵＴから抽出された補償データ、Ｇ’ｎＬＵＴ１を周
辺温度より低い温度に対応する前記基準階調補償用ＬＵＴから抽出された補償データ、Ｔ
ＬＵＴ２を前記高い温度、ＴＬＵＴ１を前記低い温度とするとき、
α＝（Ｇ’ｎＬＵＴ２－Ｇｎ’ＬＵＴ１）／（ＴＬＵＴ２－ＴＬＵＴ１）
により演算されることを特徴とする請求項３記載の表示装置。
【請求項５】
前記液晶表示部は、
複数のゲートラインと、前記ゲートラインと絶縁され交差する複数のデータラインと、前
記ゲートライン及びデータラインにより囲まれた領域に形成され、それぞれ前記ゲートラ
イン及びデータラインに接続されているスイッチング素子を有して行列形態で配列された
複数の画素を含む液晶パネルと、
前記ゲートラインに接続されたスイッチング素子をアクティブ化させるゲートドライバ部
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と、
前記データラインに前記補償済データを提供するデータドライバ部と、
を含むことを特徴とする請求項１又は３記載の表示装置。
【請求項６】
前記補償データは、前回フレームの階調データと現在フレームの階調データに対応する値
であることを特徴とする請求項１又は３記載の表示装置。
【請求項７】
前記周辺温度を感知する温度感知部を外部ではなく内部に含むことを特徴とする請求項１
又は３記載の表示装置。
 
【請求項８】
複数の設定された温度区間に対応し、前回階調データと現在階調データの組の各々に対応
する補償データからなる基準階調補償用ＬＵＴを具備して、液晶の応答速度を高速化する
表示装置の駆動方法において、
表示パネルのゲートラインにゲート信号を供給するステップと、
現在階調データと前回階調データを考慮して階調補償済データを出力するが、
（ｉ）　前記設定された温度区間のいずれかに周辺温度が存在する場合には、該当する温
度区間に対応する基準階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出して補償済データとして出
力し、
（ｉｉ）　前記設定された温度区間のいずれにも周辺温度が存在しない場合には、前記周
辺温度に近接する設定された温度に対応する基準階調補償用ＬＵＴから抽出した補償デー
タと温度補償比率変数に基づいて補償済データを出力するステップと、
前記表示パネルのデータラインに前記補償済データに対応するデータ電圧を供給するステ
ップと、を含み、
前記ステップ（ｉｉ）は、
前記周辺温度に近接する２つの設定された温度区間に対応する２個の基準階調補償用ＬＵ
Ｔの対応する補償データごとに温度補償比率変数を計算して傾きＬＵＴを生成するステッ
プと、
前記傾きＬＵＴから温度補償比率変数を抽出し、前記基準階調補償用ＬＵＴから補償デー
タを抽出するステップと、
前記周辺温度と前記基準階調補償用ＬＵＴの設定された温度区間の温度との差異である温
度比率データを演算するステップと、
前記温度補償比率変数と前記温度比率データを乗算して温度補償値を生成するステップと
、
前記補償データに前記温度補償値を合算して前記補償済データとして出力するステップと
、
を含むことを特徴とする表示装置の駆動方法。
 
【請求項９】
前記温度補償比率変数は、αを温度補償比率変数、Ｇ’ｎＬＵＴ２を周辺温度より高い温
度に対応する前記基準階調補償用ＬＵＴから抽出された補償データ、Ｇ’ｎＬＵＴ１を周
辺温度より低い温度に対応する前記基準階調補償用ＬＵＴから抽出された補償データ、Ｔ
ＬＵＴ２を前記高い温度、ＴＬＵＴ１を前記低い温度とするとき、
α＝（Ｇ’ｎＬＵＴ２－Ｇｎ’ＬＵＴ１）／（ＴＬＵＴ２－ＴＬＵＴ１）
により演算されることを特徴とする請求項８記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
複数の設定された温度区間に対応し、前回階調データと現在階調データの組の各々に対応
する補償データからなる基準階調補償用ＬＵＴを具備して、液晶の応答速度を高速化する
表示装置の駆動方法において、
表示パネルのゲートラインにゲート信号を供給するステップと、
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現在階調データと前回階調データを考慮して階調補償済データを出力するが、
（ｉ）　前記設定された温度区間のいずれかに周辺温度が存在する場合には、該当する温
度区間に対応する基準階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出して補償済データとして出
力し、
（ｉｉ）　前記設定された温度区間のいずれにも周辺温度が存在しない場合には、前記周
辺温度に近接する設定された温度に対応する基準階調補償用ＬＵＴから抽出した補償デー
タと温度補償比率変数に基づいて補償済データを出力するステップと、
前記表示パネルのデータラインに前記補償済データに対応するデータ電圧を供給するステ
ップと、を含み、
前記ステップ（ｉｉ）は、
前記周辺温度に近接する２つの温度区間に対応する２個の階調補償用ＬＵＴから対応する
補償データを抽出し、抽出した前記補償データを用いて温度補償比率変数を実時間で計算
するステップと、
前記周辺温度と前記基準階調補償用ＬＵＴの設定された温度区間の温度との差異である温
度比率データを演算するステップと、
前記温度補償比率変数と前記温度比率データを乗算して温度補償値を生成するステップと
、
前記補償データに前記温度補償値を合算して前記補償済データとして出力するステップと
、
を含むことを特徴とする表示装置の駆動方法。
 
【請求項１１】
前記温度補償比率変数は、αを温度補償比率変数、Ｇ’ｎＬＵＴ２を周辺温度より高い温
度に対応する前記基準階調補償用ＬＵＴから抽出された補償データ、Ｇ’ｎＬＵＴ１を周
辺温度より低い温度に対応する前記基準階調補償用ＬＵＴから抽出された補償データ、Ｔ
ＬＵＴ２を前記高い温度、ＴＬＵＴ１を前記低い温度とするとき、
α＝（Ｇ’ｎＬＵＴ２－Ｇｎ’ＬＵＴ１）／（ＴＬＵＴ２－ＴＬＵＴ１）
により演算されることを特徴とする請求項１０記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
前記現在階調データは、現在フレームの階調データであり、前記前回階調データは前回フ
レームの階調データであることを特徴とする請求項８又は１０記載の表示装置の駆動方法
。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置並びにその駆動方法及び装置に関し、より詳細にはメモリの容量を
増大させることなく温度に適応して液晶の応答速度を改善するための表示装置並びにその
駆動方法及び装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近、プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）等の平板表示装置の改善を継続しつつ、
ＴＶ応用製品でＴＦＴ　ＬＣＤについて、ＰＤＰに対する技術的な優位を確保するために
、現在性能面で低下している側面視認性確保技術と応答速度向上技術、動画視認向上等の
多角的な研究開発を通じて改善の努力をしている実情である。
【０００３】
　また、ＴＦＴ－ＬＣＤの液晶応答速度を向上させる方法として、高速液晶適用、ＴＦＴ
セル構造変更、オーバードライブ駆動方法等がある。前記オーバードライブ駆動方法とし
て、本出願人はダイナミックキャパシタンス補償（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｃａｐａｃｉｔａｎ
ｃｅ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ；以下、ＤＣＣ）方式を採用している。
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【０００４】
　前記したＤＣＣ方式では、前回フレーム階調データと現在フレーム階調データとを比較
して、前回フレーム階調データをオーバードライブさせる方法が、液晶応答速度を向上さ
せる方法として擡頭している。
　オーバードライブ回路の実現時、液晶の物性的な特性により階調間オーバードライブ量
を線形的な数式値として表現するのが難しいので、大部分測定を通じたルックアップテー
ブル（以下、ＬＵＴ）を用いている。前記ＬＵＴに保存される値は、垂直周波数６０Ｈｚ
、常温環境下で液晶パネルの温度が飽和された時、測定を通じて得られた値であることが
一般的である。
　しかし、周辺温度が変化したり垂直周波数が変わると、６０Ｈｚで常温環境下で得られ
たテーブル値では、変化された環境下の液晶は、全体階調に対して応答速度の目標値を満
足させることができない。
【０００５】
　液晶の応答速度補正量は、温度との間では正の相関関係にあるが、垂直周波数との間で
は負の相関関係にある。即ち、高温になるほど、前記補正量は小さくても所望する目標値
に到達できる反面、垂直周波数が上昇するほど、より短くなった１フレーム時間内に目標
電圧値に到達するために補正量は大きくならなければならない。
　従って、周辺温度変化による液晶の応答速度を均一な値に維持できるようにするために
、外部温度センサ又はパネル内部センサを通じて温度センシング後、タイミングコントロ
ーラ内部の温度別に応答速度が最適化されたＬＵＴを選択するように構成される回路の実
現方式を考えることができる。
・　
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、温度別のＬＵＴをタイミングコントローラの内部メモリに格納すると、チップ
サイズが増大するという問題点と共に、発熱問題、外部ＥＥＰＲＯＭ容量の増加等の問題
点がある。
　本発明の技術的課題はこのような点を勘案したものであって、本発明の目的は、メモリ
の容量を増大させずに、周辺温度に適応して液晶の応答速度を高速化するための表示装置
を提供することにある。
　本発明の他の目的は、前記した表示装置の駆動方法を提供することにある。
　又、本発明の他の目的は、前記した表示装置の駆動装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明の目的を達成するために、一特徴による表示装置は、液晶を用いて画像を表示する
液晶表示部と、外部から入力される現在の周辺温度を表す温度信号に基づき、（ｉ）　前
記周辺温度が設定された複数の温度区間のいずれかに含まれる場合には、該当する温度区
間に対応する基準階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出し、該補償データに基づいて補
償済データを生成して前記液晶表示部に出力し、（ｉｉ）　前記周辺温度が前記温度区間
のいずれにも含まれない場合には、前記周辺温度に近接する温度区間に対応する基準階調
補償用ＬＵＴから補償データを抽出して、抽出された前記補償データと温度補償比率変数
に基づいて補償済データを生成して、前記液晶表示部に出力する制御部と、を含み、
前記制御部は、前記複数の温度区間の各々に対応する基準階調補償用ＬＵＴを保存する第
１メモリと、前記周辺温度が前記温度区間のいずれにも含まれないとき、前記周辺温度に
近接する温度区間に対応する２つの基準階調補償用ＬＵＴを前記第１メモリから抽出し、
前記隣接する２つの基準階調補償用ＬＵＴの対応する補償データごとに温度補償比率変数
を計算して傾きＬＵＴを生成するＬＵＴ生成部と、前記傾きＬＵＴを保存する第２メモリ
と、前記第１メモリに保存された前記基準階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出する抽
出部と、前記基準階調補償用ＬＵＴの設定された温度区間と前記周辺温度との差を演算し
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て、温度比率データを出力する減算部と、前記第２メモリに保存された前記傾きＬＵＴか
ら抽出した温度補償比率変数と前記温度比率データを乗算して、温度補償値を出力する乗
算部と、前記補償データと前記温度補償値を合算して前記補償済データとして出力する合
算部と、を含む。
【０００８】
本発明の他の目的を達成するために、一特徴による表示装置は、液晶を用いて画像を表示
する液晶表示部と、外部から入力される現在の周辺温度を表す温度信号に基づき、（ｉ）
　前記周辺温度が設定された複数の温度区間のいずれかに含まれる場合には、該当する温
度区間に対応する基準階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出し、該補償データに基づい
て補償済データを生成して前記液晶表示部に出力し、（ｉｉ）　前記周辺温度が前記温度
区間のいずれにも含まれない場合には、前記周辺温度に近接する温度区間に対応する基準
階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出して、抽出された前記補償データと温度補償比率
変数に基づいて補償済データを生成して、前記液晶表示部に出力する制御部と、を含み、
前記制御部は、前記複数の温度区間の各々に対応する基準階調補償用ＬＵＴを保存する第
１メモリと、前記周辺温度が前記設定された温度区間のいずれにも含まれていないとき、
前記周辺温度に近接する温度区間に対応する２個の階調補償用ＬＵＴから対応する補償デ
ータを抽出する抽出部と、前記抽出した２個の補償データを用いて温度補償比率変数を計
算する演算部と、前記基準階調補償用ＬＵＴの設定された温度区間と前記周辺温度との差
を演算して、温度比率データを出力する減算部と、前記温度補償比率変数と前記温度比率
データを乗算して、温度補償値を出力する乗算部と、前記補償データと前記温度補償値を
合算して前記補償済データとして出力する合算部と、を含む。
【０００９】
本発明の他の目的を達成するために、一特徴による表示装置の駆動方法は、複数の設定さ
れた温度区間に対応し、前回階調データと現在階調データの組の各々に対応する補償デー
タからなる基準階調補償用ＬＵＴを具備して、液晶の応答速度を高速化する表示装置の駆
動方法において、
表示パネルのゲートラインにゲート信号を供給するステップと、現在階調データと前回階
調データを考慮して階調補償済データを出力するが、（ｉ）　前記設定された温度区間の
いずれかに周辺温度が存在する場合には、該当する温度区間に対応する基準階調補償用Ｌ
ＵＴから補償データを抽出して補償済データとして出力し、（ｉｉ）　前記設定された温
度区間のいずれにも周辺温度が存在しない場合には、前記周辺温度に近接する設定された
温度に対応する基準階調補償用ＬＵＴから抽出した補償データと温度補償比率変数に基づ
いて補償済データを出力するステップと、前記表示パネルのデータラインに前記補償済デ
ータに対応するデータ電圧を供給するステップと、を含み、
前記ステップ（ｉｉ）は、前記周辺温度に近接する２つの設定された温度区間に対応する
２個の基準階調補償用ＬＵＴの対応する補償データごとに温度補償比率変数を計算して傾
きＬＵＴを生成するステップと、前記傾きＬＵＴから温度補償比率変数を抽出し、前記基
準階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出するステップと、前記周辺温度と前記基準階調
補償用ＬＵＴの設定された温度区間の温度との差異である温度比率データを演算するステ
ップと、前記温度補償比率変数と前記温度比率データを乗算して温度補償値を生成するス
テップと、前記補償データに前記温度補償値を合算して前記補償済データとして出力する
ステップと、を含む。
【００１０】
本発明の他の目的を達成するために、一特徴による表示装置の駆動方法は、複数の設定さ
れた温度区間に対応し、前回階調データと現在階調データの組の各々に対応する補償デー
タからなる基準階調補償用ＬＵＴを具備して、液晶の応答速度を高速化する表示装置の駆
動方法において、
表示パネルのゲートラインにゲート信号を供給するステップと、現在階調データと前回階
調データを考慮して階調補償済データを出力するが、（ｉ）　前記設定された温度区間の
いずれかに周辺温度が存在する場合には、該当する温度区間に対応する基準階調補償用Ｌ
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ＵＴから補償データを抽出して補償済データとして出力し、（ｉｉ）　前記設定された温
度区間のいずれにも周辺温度が存在しない場合には、前記周辺温度に近接する設定された
温度に対応する基準階調補償用ＬＵＴから抽出した補償データと温度補償比率変数に基づ
いて補償済データを出力するステップと、前記表示パネルのデータラインに前記補償済デ
ータに対応するデータ電圧を供給するステップと、を含み、
前記ステップ（ｉｉ）は、前記周辺温度に近接する２つの温度区間に対応する２個の階調
補償用ＬＵＴから対応する補償データを抽出し、抽出した前記補償データを用いて温度補
償比率変数を実時間で計算するステップと、前記周辺温度と前記基準階調補償用ＬＵＴの
設定された温度区間の温度との差異である温度比率データを演算するステップと、前記温
度補償比率変数と前記温度比率データを乗算して温度補償値を生成するステップと、前記
補償データに前記温度補償値を合算して前記補償済データとして出力するステップと、を
含む。
 
【００１１】
　このような表示装置と、その駆動方法及び装置によると、温度変化に対応して液晶の応
答速度を補償するための補償データを変更して、最適の応答速度を維持するために、デフ
ォルト階調補償用ＬＵＴと計算された階調補償用ＬＵＴを通じて、多くの温度領域帯のＬ
ＵＴ値を有し、タイミングコントローラの内部ＬＵＴが占めるＲＯＭとＲＡＭ、外部ＥＥ
ＰＲＯＭ　ＬＵＴ空間を減少させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、添付した図面を参照して、本発明をより詳細に説明する。
　図１は、本発明による液晶表示装置のブロック図である。
　図１に示すように、本発明による液晶表示装置は、温度センサ９０、タイミング制御部
１１０、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）１２０、第２メモリ（ＳＤＲＡＭ）１３０、データ
ドライバ部１４０、液晶パネル１５０、ゲートドライバ部１６０、及び電圧発生部１７０
を含む。図面上では、第１メモリ１２０と第２メモリ１３０がタイミング制御部１１０か
ら分離されたことを図示したが、これは機能的に分離したのみであり、物理的に分離した
のではない。
【００１３】
　タイミング制御部１１０は、外部から現在フレームの元のすなわちオリジナルの階調デ
ータＧｎ、各種同期信号Ｈｓｙｎｃ、Ｖｓｙｎｃ、データイネーブル信号ＤＥ、及びメイ
ンクロックＭＣＬＫの提供を受け、温度に適応して液晶の応答速度を高速化するための前
回フレームの補償済データＧｎ－１′と、該補償済データＧｎ－１′の出力のためのデー
タ駆動信号ＬＯＡＤ、ＳＴＨをデータドライバ部１４０に出力し、前回フレームの補償済
データＧｎ－１′の出力のためのゲート駆動信号ＧＡＴＥ、ＣＬＫ、ＳＴＶをゲートドラ
イバ部１６０に出力する。
【００１４】
　具体的には、タイミング制御部１１０は、第１メモリ１２０を経由して、液晶の応答速
度を高速化するための補償データＧｃが提供されるにつれて、補償データＧｃをＬＵＴ形
態で保存する。勿論、ＬＵＴ形態の補償データＧｃを保存するために、タイミング制御部
１１０は別のメモリ（図示せず）を更に具備する。
　タイミング制御部１１０は、温度センサ９０から感知された周辺温度信号Ｔと、外部の
画像信号ソースから現在フレームの階調データＧｎが提供されるにつれて、ＬＵＴ形態で
保存された補償データＧｃに基づいて、液晶の応答速度を高速化するために、現在フレー
ムの階調データＧｎと前回フレームの階調データＧｎ－１を考慮して、前回フレームの補
償済データＧｎ－１′をデータ信号として定義して、データドライバ部１４０に出力する
。
【００１５】
　第１メモリ１２０は、液晶の応答速度を高速化する補償のための補償データＧｃを一時
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保存し、タイミング制御部２１０の要請に応答して、保存された補償データＧｃを提供す
る。特に、第１メモリ１２０は、温度に適応するようにデータ補償程度を決定する補償デ
ータＧｃを保存する。第１メモリ１２０は、温度の変動がある場合には、外部から提供さ
れる変動された温度に対応する補償データＧｃを一時保存し、タイミング制御部１１０の
要請に応答して、保存された補償データをタイミング制御部１１０に提供する。
【００１６】
　第２メモリ１３０は、外部から提供される元の階調データを保存する。具体的に、第２
メモリ１３０は論理的に分割された２個のメモリバンク１３２、１３４で構成され、一番
目メモリバンク１３２には、現在フレームの１／２に該当する階調データが書き込まれる
間、二番目メモリバンク１３４で前回フレームの１／２に該当する階調データを読み出す
。勿論、その逆も可能である。このように、第２メモリ１３０を２個のメモリバンク１３
２、１３４で分割することにより、データのライト動作とリード動作を連続的に行うこと
ができる。
【００１７】
　データドライバ部１４０は、タイミング制御部１１０から前回フレームの補償済データ
Ｇｎ－１′が受信されるにつれて、該補償済データを該当する階調電圧（データ信号）に
変更し、変更されたデータ信号Ｄ１、Ｄ２、．．．、Ｄｍを液晶パネル１５０に印加する
。
【００１８】
　液晶パネル１５０は、アレイ基板とアレイ基板に対向するカラーフィルタ基板間に形成
された液晶層を用いて画像を表示する。液晶パネル１５０には、ゲートオン信号を伝達す
るための複数のゲートライン（走査ライン又はスキャンライン）が形成されており、変更
されたデータ信号Ｄ１、Ｄ２、．．．、Ｄｍを伝達するためのデータライン（又は、ソー
スライン）が形成されている。ゲートラインとデータラインにより囲まれた領域はそれぞ
れ画素を形成し、各画素はゲートラインとデータラインにそれぞれゲート電極及びソース
電極が接続される薄膜トランジスタＴＦＴと、薄膜トランジスタＴＦＴのドレイン電極に
接続される液晶キャパシタＣ１と、ストレージキャパシタＣｓｔを含む。
【００１９】
　ゲートドライバ部１６０は、ゲート駆動信号ＧＡＴＥ　ＣＬＫ、及びＳＴＶに基づいて
、ゲートラインを活性化させて薄膜トランジスタをターンオンさせるためのゲートオン信
号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、．．．、Ｓｎを順次に印加する。
【００２０】
　電圧発生部１７０は、液晶表示装置の電源電圧を制御する。通常、温度に対応する補償
データＧｃを保存するＬＵＴを第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）１２０に書き込んでいる間に
は、誤動作を防止するために、電圧発生部１７０を用いて液晶表示装置の電源電圧を制御
することが好ましい。
【００２１】
　以上では、外部からデジタル値である階調データの提供を受けるデジタル液晶表示装置
を主に説明したが、当業者なら外部から提供されるアナログ値をデジタル値に変換するイ
ンタフェースを具備するアナログ液晶表示装置にも同様に適用することができる。
　また、液晶表示装置が外部の画像信号ソースからの階調データを用いてディスプレイす
る時、液晶の応答速度を温度に対応して高速化するために、補償データの提供を受けるこ
とを説明した。しかし、当業者ならば液晶表示装置が画像信号ソースから階調データのみ
の提供を受け、液晶表示装置が自体で内部温度を感知して、階調データを温度によって補
償することもできるであろう。
　この際、液晶表示装置は、温度区間別に補償データを保存する複数のＬＵＴを具備し、
感知される温度によって一つのＬＵＴを選択し、選択されたＬＵＴを用いた補償を通じて
温度に対応する液晶の応答速度を維持するようにしてもよい。
【００２２】
（実施例１）
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　図２は、本発明の第１実施例による液晶表示装置を説明するためのブロック図である。
説明の便宜のために、タイミング制御部１１０の内部ブロックのみを図示する。
　図１及び図２を参照すると、本発明の第１実施例による液晶表示装置のタイミング制御
部１１０は、抽出部２１０、メモリ２２０、減算部２３０、乗算部２４０、及び合算部２
５０を含む。
【００２３】
　抽出部２１０は、周辺温度Ｔ、現在階調データＧｎ及び前回階調データＧｎ－１が提供
されるにつれて、メモリ２２０から周辺温度Ｔが含まれる温度区間の階調補償用ＬＵＴを
抽出し、抽出されたＬＵＴから現在階調データＧｎと前回階調データＧｎ－１を考慮して
（後述する）、前フレームの補償データＧｎ－１′を出力する。
　一方、周辺温度Ｔに対応する温度区間の階調補償用ＬＵＴがメモリ２２０に存在しない
場合には、抽出部２１０は、メモリ２２０から周辺温度Ｔに近接する温度区間の階調補償
用ＬＵＴを抽出し、抽出されたＬＵＴから現在階調データＧｎと前回階調データＧｎ－１
を考慮して補償データＧｃを抽出し、抽出された補償データＧｃを減算部２３０に提供す
る。
【００２４】
　メモリ２２０は、ＲＯＭやＥＥＰＲＯＭ形態で構成され、一定区間の周辺温度別に液晶
の応答速度を高速化するための最適化された補償データにより定義される複数の階調補償
用ＬＵＴを保存する。例えば、周辺温度範囲を０～４０℃であると仮定すると、デフォル
ト温度範囲として０～５℃、１０～１５℃、２０～２５℃、及び３０～３５℃にそれぞれ
設定された最適化された補償データが具備された階調補償用ＬＵＴを保存する。勿論、設
定されない５～１０℃、１５～２０℃、２５～３０℃、３５～４０℃の温度範囲は、後に
計算によりＬＵＴを生成する。
【００２５】
　減算部２３０は、現在階調データＧｎと補償データＧｃ間の差を演算して、差異階調デ
ータ（Ｇｎ－Ｇｃ）を出力する。差異階調データ（Ｇｎ－Ｇｃ）は、負数でもあり、０で
もあり、正数でもあり得る。
【００２６】
　乗算部２４０は、外部から提供される温度補償比率変数αと差異階調データ（Ｇｎ－Ｇ
ｃ）を乗算して、温度補償値（（Ｇｎ－Ｇｃ）×α）を出力する。温度補償比率変数αは
、デフォルトＬＵＴのオーバー駆動値と乗算して拡張（又は計算された）ＬＵＴを生成す
るのに用いられる。例えば、温度補償比率変数αは、０.５単位で０～３.５倍まで適用可
能である。該温度補償比率変数αを、拡張された複数のＬＵＴ別にデフォルトで設定する
こともでき、拡張された任意のＬＵＴ内で階調別に構成することもできる。
【００２７】
　一応、αを３ビット構成にして、ビット数拡張を通じて温度補償比率変数αの少数位を
増やして、すなわち０．５単位ではなくより細かい単位にすることにより、正確度を高め
ることができる。３ビット構成時、上位２ビットは整数部分、下位１ビットは素数部分で
ある。例えば、０１１は１.５倍を示し、１０１は２.５倍を示す。
【００２８】
　合算部２５０は、温度補償値（（Ｇｎ－Ｇｃ）×α）と現在階調データＧｎを合算して
、前回フレームの補償済データＧｎ－１′として出力する。
【００２９】
　前回述した本発明の第１実施例によると、タイミング制御部１１０の内部ＲＯＭやＥＥ
ＰＲＯＭに保存された複数のデフォルト階調補償用ＬＵＴに基づいて、周辺温度に応じて
保存された複数のデフォルト階調補償用ＬＵＴを用いて階調データを補償する。又は、温
度補償比率変数αを用いて、計算された複数の階調補償用ＬＵＴを生成し、生成された階
調補償用ＬＵＴを用いて階調データを補償する。温度補償比率変数は、α０、α１、α２
、α３のようにＥＥＰＲＯＭ内のレジスタに指定させて、いつでも値を可変できるように
し、可能範囲はデフォルトＬＵＴ値を基準にｎ倍（ここで、ｎは実数）できるようにする
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。
【００３０】
　例えば、外部温度別ＬＵＴ選択ピン（３ピン）の値によって、４個のデフォルトＬＵＴ
と計算された４個のＬＵＴで構成された総数８個のＬＵＴのうち、一つのＬＵＴが選択さ
れ当該周辺温度別の最適のオーバー駆動量を有するように補償されたＬＵＴが適用され動
作するようにする。仮に、ＬＵＴ選択ピンが「０００」であると、最も低い温度に対応す
る大きいオーバー駆動量を有するＬＵＴを選択し、「１１１」であると、最も高い温度に
対応する小さいオーバー駆動量を有するＬＵＴを選択する。
【００３１】
　図３は、本発明の第１実施例による液晶表示装置の駆動方法を説明するためのフロー図
である。
　図３を参照すると、まず、外部から現在階調データＧｎの受信可否をチェックする（ス
テップＳ１０５）。
　ステップＳ１０５で現在階調データＧｎが受信されない場合には、ステップＳ１０５に
戻って待機し、現在階調データＧｎが受信された場合には、周辺温度Ｔを感知する（ステ
ップＳ１１０）。周辺温度Ｔは、外部から提供される温度データである場合もあり、液晶
表示装置自体が直接感知したデータであってもよい。
【００３２】
　その後、周辺温度Ｔに対応する基準階調補償用ＬＵＴ（基準ＬＵＴ）の存在可否をチェ
ックする（ステップＳ１１５）。
　ステップＳ１１５で、周辺温度に対応する基準階調補償用ＬＵＴが存在すると判定され
た場合には、当当基準階調補償用ＬＵＴを抽出し（ステップＳ１２０）、抽出された当当
基準階調補償用ＬＵＴに基づいて、一連の階調補償用動作であるＤＣＣ動作を行った後、
ステップＳ１０５に戻る（ステップＳ１２５）。
　一方、ステップＳ１１５で周辺温度に対応する基準階調補償用ＬＵＴが存在しないと判
定された場合には、周辺温度に近接する温度に対応するＬＵＴで補償データを抽出する（
ステップＳ１３０）。
【００３３】
　その後、現在階調データＧｎから補償データＧｃを減算して、差異階調データ（Ｇｎ－
Ｇｃ）を生成し（ステップＳ１３５）、差異階調データと外部から提供される温度補償比
率変数αを乗算して、温度補償値（（Ｇｎ－Ｇｃ）×α）を生成する（ステップＳ１４０
）。
　その後、温度補償値と現在階調データＧｎを合算した前回フレームの補償済データＧｎ
－１′を出力した後、ステップＳ１０５に戻る（ステップＳ１４５）。
【００３４】
　以上で説明した本発明の第１実施例による温度による液晶の応答速度を高速化する方法
について整理すると、次ぎのようである。
　周辺温度の範囲が０～４０℃に存在すると仮定すると、デフォルト温度範囲は、０～５
℃、１０～１５℃、２０～２５℃、及び３０～３５℃にそれぞれ設定して、計算される温
度範囲は５～１０℃、１５～２０℃、２５～３０℃、及び３５～４０℃にそれぞれ設定す
る。
【００３５】
　センシングされる周辺温度Ｔが１７℃で、前回階調データＧｎ－１が３２階調で、現在
階調データＧｎが６４階調であると、まず１０～１５℃の階調補償用ＬＵＴを用いて、該
当する補償データ（例えば、７２階調）をまず抽出する。その後、現在階調データＧｎと
補償データＧｃ間の階調差と温度補償比率変数αをかけて、最終オーバー駆動量を算出し
、算出された最終オーバー駆動量と現在階調データＧｎを合算して出力させる。
【００３６】
　ここで、温度補償比率変数αは、以下の式（１）により算出される。
　α
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＝（Ｇ′ｎＬＵＴ２－Ｇｎ′ＬＵＴ１）／（ＴＬＵＴ２－ＴＬＵＴ１）　　（１）
　ここで、αは温度補償比率変数であり、Ｇ′ｎＬＵＴ２は周辺温度より高い温度に対応
するＬＵＴから抽出された階調データであり、Ｇ′ｎＬＵＴ１は周辺温度より低い温度に
対応するＬＵＴから抽出された階調データであり、ＴＬＵＴ２は高い温度であり、ＴＬＵ

Ｔ１は低い温度である。上記の例（現在周辺温度が１７℃）では、高い温度ＴＬＵＴ２は
好適には２０℃であり、低い温度ＴＬＵＴ１は好適には１５℃である。
【００３７】
　仮に、外部から提供される温度補償比率変数αが１.５であると、現在階調データＧｎ
と該当する補償データＧｃ間の階調差が＋８階調（即ち、７２－６４）なので、温度補償
比率変数αが乗算されたオーバー駆動値は＋１２階調である。
　従って、最終出力される補償済データＧｎ－１′は、現在階調データＧｎである６４階
調と温度補償比率変数αが適用されたオーバー駆動値である＋１２階調との和である７６
階調データである。
　逆に、センシングされる周辺温度Ｔが１７℃で、前回階調データＧｎ－１が６４階調で
、現在階調データＧｎが３２階調であると、まず１０～１５℃の階調補償用ＬＵＴを用い
て、該当する補償データ（例えば、２５階調）をまず抽出する。
【００３８】
　仮に、外部から提供される温度補償比率変数αが１.５であると、現在階調データＧｎ
と該当補償データＧｃ間の階調差が－７階調（即ち、２５－３２）なので、温度補償比率
変数αが乗算されたオーバー駆動値は－１１階調である。
　従って、最終出力値である前回階調の補償済データＧｎ－１′は、現在階調データＧｎ
である３２階調と温度補償比率変数αが適用されたオーバー駆動値である－１１階調との
和である２１階調である。
【００３９】
　以上の本発明の第１実施例では、全体階調領域に対応して一つの温度補償比率変数αが
適用されたことを説明した。しかし、より精密な温度補償のために階調領域別の温度補償
比率変数αを実現在することもできる。
　具体的には、ほぼ前回階調データＧｎ－１と現在階調データＧｎを１６等分で区画した
１６×１６階調補償用ＬＵＴを用いる時、階調間を８等分又は４等分してそれぞれの区間
で温度補償比率変数αを異なるようにして、ＥＥＰＲＯＭに等分化された領域別温度補償
比率変数αを記憶するよう、変更することもできる。
【００４０】
　このような階調領域別の複数の温度補償比率変数αは、階調領域別では線形性を実現し
て、全体階調区間では非線形性を維持することができるようにすることにより、温度別階
調補償値を最適化させることができる長所がある。例えば、全体階調が２５６階調である
と、０～６３階調区間は第１温度補償比率変数α１に、６４～１２７階調区間は第２温度
補償比率変数α２に、１２８～１９１階調区間は第３温度補償比率変数α３に、そして１
９２～２５５階調区間は第４温度補償比率変数α４に分割して、互いに異なる温度補償比
率変数を適用する。
【００４１】
（実施例２）
　図４は、本発明の第２実施例による液晶表示装置を説明するためのブロック図である。
説明の便宜のためにタイミング制御部１１０の内部ブロックのみを図示する。
　図１及び図４を参照すると、本発明の第２実施例による液晶表示装置のタイミング制御
部１１０は、ＬＵＴ生成部３１０、第１メモリ３２０、第２メモリ３３０、抽出部３４０
、減算部３５０、乗算部３６０、及び合算部３７０を含む。説明の便宜のために、周辺温
度が含まれる温度区間の階調補償用ＬＵＴを抽出し、抽出されたＬＵＴで現在階調データ
Ｇｎと前回階調データＧｎ－１を考慮して、前回フレームの補償済データＧｎ－１′を出
力する一連の動作は省略する。
【００４２】
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　ＬＵＴ生成部３１０は周辺温度Ｔが提供されるにつれて、周辺温度に近接する温度区間
に対応する２個の階調補償用ＬＵＴを第１メモリ３２０から抽出し、抽出された２個の階
調補償用ＬＵＴから温度補償比率変数αを計算し、計算された複数の温度補償比率変数α
を一種の傾きＬＵＴ形態（αＬＵＴ）で第２メモリ３３０に保存する。
【００４３】
　第１メモリ３２０は、ＲＯＭやＥＥＰＲＯＭ形態で構成され、一定区間の周辺温度別に
液晶の応答速度を高速化するための最適化された補償データにより定義される複数の階調
補償用ＬＵＴを保存する。例えば、周辺温度範囲を０～４０℃であると仮定すると、デフ
ォルト温度範囲として、０～５℃、１０～１５℃、２０～２５℃、及び３０～３５℃にそ
れぞれ設定された最適化された補償データが具備された階調補償用ＬＵＴを保存する。
【００４４】
　第２メモリ３３０はＲＯＭやＥＥＰＲＯＭ形態で構成され、周辺温度に対応して２個の
ＬＵＴから計算された複数の温度補償比率変数αを一種のＬＵＴ形態（αＬＵＴ）で保存
する。
【００４５】
　抽出部３４０は、現在階調データＧｎと前回階調データＧｎ－１が提供されるにつれて
、第２メモリ３３０に保存されたαＬＵＴから温度補償比率変数αを抽出し、抽出された
温度補償比率変数αを乗算部３６０に提供する。又、抽出部３４０は、温度補償比率変数
αに基づいて、第１メモリ３２０から基準階調補償用ＬＵＴから補償データＧｃを抽出し
て合算部３７０に提供する。基準階調補償用ＬＵＴは、周辺温度に最も隣接する温度に対
応する階調補償用ＬＵＴである。又、抽出部３４０は、基準階調補償用ＬＵＴに対応する
基準温度データＴｒｅｆ．ＬＵＴを抽出して減算部３５０に提供する。
【００４６】
　減算部３５０は、基準温度データＴｒｅｆ．ＬＵＴと現在温度データＴとの差を演算し
て、温度比率データＴｒを生成し、生成された温度比率データＴｒを乗算部３６０に提供
する。
【００４７】
　乗算部３６０は、温度補償比率変数αと温度比率データＴｒを乗算して温度補償値（Ｔ
ｒ×α）を生成し、生成された温度補償値（Ｔｒ×α）を合算部３７０に提供する。
【００４８】
　合算部３７０は、補償データＧｃと温度補償値（Ｔｒ×α）を合算して、前回フレーム
の補償済データ（Ｇｎ－１′）として出力する。
【００４９】
　添付する図５～図７を参照して、本発明の第２実施例をより詳細に説明する。
　図５は周辺温度が２０℃である階調補償用ＬＵＴを示し、図６は周辺温度が３０℃であ
る階調補償用ＬＵＴを示し、図７は隣接する温度区間に対応して階調別に温度補償比率変
数αが内蔵されたαＬＵＴ（すなわち、温度２０～３０℃の区間のα値を示すルックアッ
プテーブル）を示している。他の温度区間のα値を示すＬＵＴも格納されている。
【００５０】
　前回階調データＧｎ－１が１１２階調で、現在階調データＧｎが３２階調で、周辺温度
が２５℃で、２個のＬＵＴ間の温度補償比率変数αが３ビットで、温度補償値Ｔｒが４ビ
ットである場合を一例として説明する。
　まず、温度補償比率変数αは、図７に図示されたαＬＵＴで該当する階調を探すと、α
＝０.５（＝０.１０2）（ただし、下付の数字２は、２進数表現を表す）である。即ち、
２０℃～３０℃の温度区間で１１２階調から３２階調に変わる場合、階調補償値は温度に
よって０.５の傾き値（又は、温度補償比率変数、α）を有する。
【００５１】
　周辺温度が２５℃なので、周辺温度に近接する２０℃に対応する基準階調補償用ＬＵＴ
（図５）から抽出される補償データＧｃは、１０（００００１０１０２）である。
　温度比率Ｔｒは周辺温度Ｔが２５℃であり、基準階調補償用ＬＵＴに対応する温度が２
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０℃であり、その差は５℃（＝０１０１２）なので、温度補償値（Ｔｒ.α）はα×Ｔｒ
＝（０.１０）２×（０１０１）２により００００００１０２である。
　これにより、最終出力される温度補償データである前回フレームの補償済データＧ′ｎ
－１は、基準階調補償用ＬＵＴの補償データＧｃと温度補償値（Ｔｒ.α）との和なので
、００００１０１０２＋００００００１０２＝００００１１００２により１２である。
【００５２】
　一方、前回階調データＧｎ－１が３２階調で、現在階調データＧｎが１１２階調で、周
辺温度Ｔが２３℃で、２個のＬＵＴ間の温度補償比率変数αが３ビットで、温度補償値Ｔ
ｒが４ビットである場合を他の一例として説明すると、次ぎのようである。
　まず、温度補償比率変数αは、αＬＵＴで該当階調を探すと、α＝－０.９（－１.００

２）である。即ち、２０℃～３０℃の温度区間で３２階調から１１２階調に変わる場合階
調補償値は温度によって－０.９（＝－１.００２）の傾き値（又は、温度補償比率変数α
）を有する。
【００５３】
　周辺温度が２５℃なので、周辺温度に近接する２０℃に対応する基準階調補償用ＬＵＴ
（図５）から抽出される補償データＧｃは、１４４（＝１００１１００００２）である。
　温度比率Ｔｒは、周辺温度Ｔが２３℃で、基準階調補償用ＬＵＴに対応する温度が２０
℃で、その差異が３℃（＝００１１２）なので、温度補償値（Ｔｒ.α）はα×Ｔｒ＝（
－１.００）２×（００１１）２により－００００００１１２である。
　これにより、最終出力される温度補償データである前回フレームの補償済データＧ′ｎ
－１は、基準階調補償用ＬＵＴの補償データＧｃと温度補償値（Ｔｒ.α）との和なので
、１００１１００００２－００００００１１２＝１０００１１０１２により１４１である
。
【００５４】
　図８及び図９は、本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動方法を説明するための
フロー図である。
　図８及び図９を参照すると、まず、外部から現在階調データＧｎの受信可否をチェック
する（ステップＳ２０５）。
　ステップＳ２０５で現在階調データＧｎが受信されないと判定した場合には、ステップ
Ｓ２０５に戻って待機し、現在階調データＧｎが受信された場合には、周辺温度を感知す
る（ステップＳ２１０）。周辺温度Ｔは、外部から提供される温度データである場合もあ
り、液晶表示装置自体が直接感知したデータである場合もある。
【００５５】
　その後、周辺温度Ｔに対応する基準階調補償用ＬＵＴの存在可否をチェックする（ステ
ップＳ２１５）。
　ステップＳ２１５で周辺温度に対応する基準階調補償用ＬＵＴが存在すると判定された
場合には、該当基準階調補償用ＬＵＴを抽出し（ステップＳ２２０）、抽出された該当基
準階調補償用ＬＵＴに基づいて、一連の階調補償動作であるＤＣＣ動作を行った後、ステ
ップＳ２０５に戻る（ステップＳ２２５）。
【００５６】
　一方、ステップＳ２１５で周辺温度に対応する基準階調補償用ＬＵＴが存在しないと判
定された場合には、周辺温度に近接する温度に対応する２個のＬＵＴで計算された温度補
償比率変数αを有するαＬＵＴの存在可否をチェックする（ステップＳ２３０）。近接す
る温度は、周辺温度に近接する高い温度と周辺温度に近接する低い温度である。
　ステップＳ２３０でαＬＵＴが存在しないと判定された場合には、近接する温度区間に
対応する２個のＬＵＴで温度補償比率変数であるαを計算する（ステップＳ２３５）。
【００５７】
　その後、ステップＳ２３５で計算されたαに対応するαＬＵＴを生成して保存する（ス
テップＳ２４０）。
　ステップＳ３３０でαＬＵＴが存在すると判定された場合には、αＬＵＴから抽出され
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たαに基づいて基準階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出する（ステップＳ２５０）。
　その後、現在温度から基準階調補償用ＬＵＴの温度を減算して、温度比率データを生成
し（ステップＳ２５５）、αと差異階調データとの乗算を通じて温度補償値を生成する（
ステップＳ２６０）。
　その後、温度補償値と現在階調データＧｎを合算した前回フレームの補償データＧ′ｎ
－１を出力した後、ステップＳ２０５に戻る（ステップＳ２６５）。
【００５８】
（実施例３）
　図１０は、本発明の第３実施例による液晶表示装置を説明するためのブロック図である
。説明の便宜のために、タイミング制御部１１０の内部ブロックのみを図示する。
　図１及び図１０を参照すると、本発明の第３実施例による液晶表示装置のタイミング制
御部１１０は、演算部４１０、第１メモリ４２０、抽出部４３０、減算部４４０、乗算部
４５０、及び合算部４６０を含む。説明の便宜のために、周辺温度が含まれる温度区間の
階調補償用ＬＵＴを抽出し、抽出されたＬＵＴから現在階調データＧｎと前回階調データ
Ｇｎ－１を考慮して、前回フレームの補償データＧｎ－１′を出力する一連の動作は省略
する。
【００５９】
　演算部４１０は、周辺温度Ｔが提供されるにつれて、第１メモリ４２０に保存された温
度区間に対応する複数の階調補償用ＬＵＴのうち、周辺温度Ｔに近接する温度区間に対応
する２個の階調補償用ＬＵＴから温度補償比率変数αを実時間で計算し、計算された温度
補償比率変数αを抽出部４２０及び乗算部４５０にそれぞれ提供する。
【００６０】
　第１メモリ４２０は、ＲＯＭやＥＥＰＲＯＭ形態で構成され、一定区間の周辺温度別に
、液晶の応答速度を高速化するための最適化された補償データにより定義される複数の階
調補償用ＬＵＴを保存する。例えば、周辺温度範囲を０～４０℃と仮定する時、デフォル
ト温度範囲として、０～５℃、１０～１５℃、２０～２５℃、及び３０～３５℃にそれぞ
れ設定された最適化された補償データが具備された階調補償用ＬＵＴを保存する。
【００６１】
　抽出部４３０は、外部から現在階調データＧｎと前回階調データＧｎ－１が提供される
につれて、温度補償比率変数αに基づいて、第１メモリ４２０に保存された適宜の基準階
調補償用ＬＵＴから補償データＧｃを抽出して合算部４６０に提供し、基準階調補償用Ｌ
ＵＴに対応する基準温度データＴｒｅｆ.ＬＵＴを抽出して減算部４４０に提供する。
【００６２】
　減算部４４０は、基準温度データＴｒｅｆ.ＬＵＴと現在温度Ｔとの差を演算して、温
度比率データＴｒを生成し、生成された温度比率データＴｒを乗算部４５０に提供する。
【００６３】
　乗算部４５０は、温度補償比率変数αと温度比率データＴｒを乗算して、温度補償値（
Ｔｒ×α）を生成し、生成された温度補償値（Ｔｒ×α）を合算部４６０に提供する。
【００６４】
　合算部４６０は、補償データＧｃと温度補償値（Ｔｒ×α）を合算して、前回フレーム
の補償済データＧｎ－１′として出力する。
【００６５】
　図１１は、本発明の第３実施例による液晶表示装置の駆動方法を説明するためのフロー
図である。
　図１１を参照すると、まず外部から現在階調データＧｎの受信可否をチェックする（ス
テップＳ３０５）。
　ステップＳ３０５で現在階調データＧｎが受信されないと判定した場合には、ステップ
Ｓ３０５にフィードバックして待機し、現在階調データＧｎが受信された場合には、周辺
温度を感知する（ステップＳ３１０）。周辺温度Ｔは、外部から提供される温度データで
ある場合もあり、液晶表示装置自体が直接感知したデータである場合もある。
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【００６６】
　その後、周辺温度Ｔに対応する基準階調補償用ＬＵＴの存在可否をチェックする（ステ
ップＳ３１５）。
　ステップＳ３１５で周辺温度Ｔに対応する基準階調補償用ＬＵＴが存在すると判定され
た場合には、該当基準階調補償用ＬＵＴを抽出して（ステップＳ３２０）、抽出された該
当基準階調補償用ＬＵＴに基づいて、一連の階調補償動作であるＤＣＣ動作を行った後、
ステップＳ３０５に戻する（ステップＳ３２５）。
　一方、ステップＳ３１５で周辺温度Ｔに対応する基準階調補償用ＬＵＴが存在しないと
判定された場合には、周辺温度に近接する温度に対応する２個のＬＵＴで温度補償比率変
数αを実時間で計算する（ステップＳ３３０）。近接する温度は、周辺温度に近接する高
い温度と周辺温度に近接する低い温度である。
【００６７】
　その後、ステップＳ３３０で計算された温度補償比率変数αに基づいて基準階調補償用
ＬＵＴから補償データを抽出する（ステップＳ３３５）。
　その後、現在温度から基準階調補償用ＬＵＴの温度を減算して、温度比率データを生成
し（ステップＳ３４０）、温度補償比率変数αと差異階調データとの乗算を通じて温度補
償値を生成する（ステップＳ３４５）。
　その後、温度補償値と現在階調データＧｎを合算した前回フレームの補償データＧ′ｎ
－１を出力した後、ステップＳ３０５に戻る（ステップＳ３５０）。
【産業上の利用可能性】
【００６８】
　以上で説明したように、本発明の第１実施例によると、温度区間別に複数の階調補償用
ＬＵＴを具備し、設定された温度区間内に周辺温度が存在する場合には、該当温度区間に
対応する階調補償用ＬＵＴに基づいて補償データを出力することにより、温度に依存する
液晶の応答速度を高速化することができる。
【００６９】
　一方、設定された温度区間外に周辺温度が存在する場合には、近接する温度区間に対応
する一つの階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出し、現在階調データと補償データ間の
差異階調データを演算する。その後、外部から提供される温度補償比率変数と差異階調デ
ータを乗算して、温度補償値を生成し、温度補償値を現在階調データに合算して出力する
ことにより、ＬＵＴを保存するメモリ容量を増加させることなく、温度に依存する液晶の
応答速度を高速化することができる。
【００７０】
　又、本発明の第２実施例によると、温度区間別に複数の階調補償用ＬＵＴを具備し、設
定された温度区間内に周辺温度が存在する場合には、該当する温度区間に対応する階調補
償用ＬＵＴに基づいて、補償データを出力することにより、温度に依存する液晶の応答速
度を高速化することができる。
【００７１】
　一方、設定された温度区間外に周辺温度が存在する場合には、近接する温度区間に対応
する２個の階調補償用ＬＵＴから温度補償比率変数を実時間で計算し、温度補償比率変数
に基づいて適宜の基準階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出する。その後、現在温度と
基準階調補償用ＬＵＴの温度との差異である温度比率データを演算し、温度補償比率変数
と温度比率データを乗算して温度補償値を生成した後、補償データに温度補償値を合算さ
せて出力することにより、ＬＵＴを保存するメモリ容量を増加させずに、温度に依存する
液晶の応答速度を高速化することができる。
【００７２】
　又、本発明の第３実施例によると、温度区間別に複数の階調補償用ＬＵＴを具備し、設
定された温度区間内に周辺温度が存在する場合には、該当する温度区間に対応する階調補
償用ＬＵＴに基づいて補償データを出力することにより、温度によって液晶の応答速度を
高速化することができる。
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　一方、設定された温度区間外に周辺温度が存在する場合には、近接する温度区間に対応
する２個の階調補償用ＬＵＴから温度補償比率変数を計算して、温度補償比率変数を有す
る傾きＬＵＴを生成し、生成された温度補償比率変数ＬＵＴから抽出された温度補償比率
変数に基づいて、適宜の基準階調補償用ＬＵＴから補償データを抽出する。その後、現在
温度と基準階調補償用ＬＵＴの温度との差異である温度比率データを演算し、温度補償比
率変数と温度比率データを乗算して温度補償値を生成した後、補償データに温度補償値を
合算させて出力することにより、ＬＵＴを保存するメモリ容量を増加させずに、温度に依
存する液晶の応答速度を高速化することができる。
【００７４】
　以上、本発明の実施例によって詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発明
が属する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の思想と精神を離れる
ことなく、本発明を修正または変更できる。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明による液晶表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の第１実施例による液晶表示装置のタイミング制御部の構成を説明するた
めのブロック図である。
【図３】本発明の第１実施例による液晶表示装置の駆動方法を説明するためのフロー図で
ある。
【図４】本発明の第２実施例による液晶表示装置のタイミング制御部の構成を説明するた
めのブロック図である。
【図５】周辺温度が２０℃である階調補償用ＬＵＴを示す図である。
【図６】周辺温度が３０℃である階調補償用ＬＵＴを示す図である。
【図７】隣接する温度区間に対応する温度補償比率変数（α）が内蔵されたαＬＵＴを示
す図である。
【図８】本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動方法を説明するためのフロー図で
ある。
【図９】本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動方法を説明するためのフロー図で
あり、図８に続く図である。
【図１０】本発明の第３実施例による液晶表示装置のタイミング制御部の構成を説明する
ためのブロック図である。
【図１１】本発明の第３実施例による液晶表示装置の駆動方法を説明するためのフロー図
である。
【符号の説明】
【００７６】
１１０　　タイミング制御部
１２０、１３０、２２０、３２０、４２０　　メモリ
１４０　　データドライバ部
１５０　　液晶パネル
１６０　　ゲートドライバ部
１７０　　電圧発生部
２１０、３４０、４３０　　抽出部
２３０、３５０、４４０　　減算部
２４０、３６０、４５０　　乗算部
２５０、３７０、４６０　　合算部
３１０　　ＬＵＴ生成部
４１０　　演算部
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